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刑
法
が
禁
じ
る
賭
博
場
＝
カ
ジ

ノ
を
合
法
化
す
る
カ
ジ
ノ
解
禁
推

進
法
案
が
２
日
の
衆
院
内
閣
委
員

会
で
、
自
民
、
維
新
と
、
公
明
の

一
部
の
賛
成
で
強
行
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
審
議
時
間
は
わ
ず
か
６
時

間
、
今
国
会
で
３
度
目
の
強
行
採

決
で
す
。 

 

マ
ス
コ
ミ
も
「
人
の
不
幸
を
踏

み
台
に
す
る
な
」
（
読
売
社
説
）

な
ど
、
そ
ろ
っ
て
批
判
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
パ
チ
ン
コ
な
ど
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
の
比
率
は
世
界
有

数
で
す
。
カ
ジ
ノ
を
解
禁
し
た

ら
、
悲
惨
な
事
態
が
さ
ら
に
広
が

り
ま
す
。
暴
力
団
な
ど
の
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
温
床
に
な
る
危

険
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
進

派
は
「
成
長
戦
略
だ
」
と
い
い
ま

す
が
、
カ
ジ
ノ
は
人
の
お
金
を
ま

き
あ
げ
る
だ
け
で
す
。
刑
法
で
犯

罪
と
さ
れ
て
い
る
賭
博
を
犯
罪
で

な
く
す
法
律
を
、
国
民
の
世
論
も

無
視
し
、
国
会
で
つ
め
た
審
議
も

お
こ
な
わ
ず
、
強
行
す
る
こ
と
は

国
会
の
自
殺
行
為
で
す
。
こ
れ
で

は
民
主
主
義
の
国
と
は
い
え
ま
せ

ん
。 

 

こ
れ
に
先
立
ち
政
府
・
与
党
は

11
月
29
日
、
国
会
の
会
期
延
長
を

強
行
し
ま
し
た
。
年
金
カ
ッ
ト
法

案
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
・
関
連
法
案

の
強
行
が
ね
ら
い
で
す
。 

  

 

こ
ん
な
政
治
の
暴
走
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
い
ま
こ
そ
国
民
の
良
識

を
つ
き
つ
け
、
悪
政
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
日
本
共
産
党

は
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

悪
法
強
行
の
た
め
の
国
会
会
期
延
長 

暮
ら
し
第
一
の
予
算
に 

各
界
団
体
と 

麻
生
財
務
大
臣
に
申
し
入
れ

 

 

労
働
者
、
女
性
、
業
者
、
青
年
な
ど
各
界
団

体
で
つ
く
る
「
『
軍
事
費
を
削
っ
て
、
く
ら
し

と
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
』
国
民
大
運
動
実
行

委
員
会
」
の
み
な
さ
ん
の
来
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
麻
生
財
務
相
へ
の
要
請
に
同
席
し
ま
し

た
（
１
日
）
。 

 
要
請
で
は
▽
社
会
保
障
予
算
の
拡
充
▽
最
低

賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業
支
援
▽
消

費
税
10
％
の
中
止
▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退
▽
給

付
制
奨
学
金
の
創
設
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

尾崎あや子 都議会議員 



朝
鮮
有
事
で
直
接
出
撃 

横
田
配
備
の
オ
ス
プ
レ
イ 

宮
本
徹
議
員
追
及 

 

 

 

宮
本
議
員
は
11
月
25
日
の
衆
院
決
算

行
政
監
視
委
員
会
で
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田

基
地
配
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
（
既

報
）
。
質
問
の
詳
細
を
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
の
報
道
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

◇ 
 

 
 

 

◇ 

 

在
日
米
軍
横
田
基
地
（
東
京
都
）
へ
の

米
空
軍
特
殊
作
戦
機
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
計
画
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
の

宮
本
徹
議
員
が
２
５
日
、
衆
院
決
算
行
政

監
視
委
員
会
で
「
朝
鮮
半
島
有
事
で
米
軍

が
直
接
日
本
か
ら
出
撃
し
、
日
本
が
交
戦

国
と
み
な
さ
れ
る
、
日
本
の
主
権
に
か
か

わ
る
重
大
問
題
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

横
田
基
地
へ
の
Ｃ
Ｖ
２
２
配
備
は
昨
年
５

月
、
米
国
防
総
省
が
発
表
。
２
０
１
７
年

後
半
に
３
機
、
２
１
年
ま
で
に
７
機
を
追

加
し
、
計
１
０
機
を
配
備
す
る
計
画
で

す
。 

 

宮
本
氏
は
、
Ｃ
Ｖ
２
２
の
配
備
は
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
有
事
で
の
米
軍
特

殊
作
戦
部
隊
の
迅
速
な
対
応
の
た
め
で
、

防
衛
省
作
成
の
冊
子
も
Ｃ
Ｖ
２
２
の
輸
送

対
象
に
在
韓
米
特
殊
作
戦
コ
マ
ン
ド
が
含

ま
れ
て
い
る
と
指
摘
。
「
朝
鮮
半
島
有
事

に
、
Ｃ
Ｖ
２
２
が
横
田
基
地
か
ら
出
撃
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
追
及
し
ま
し

た
。 

 

防
衛
省
の
前
田
哲
防
衛
政
策
局
長
は

「
米
軍
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
で
、
答
え

る
立
場
に
な
い
」
な
ど
と
し
な
が
ら
、
横

田
基
地
配
備
の
Ｃ
Ｖ
２
２
は
「
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
所
在
し
て
い
る
米
軍
の
特
殊

作
戦
部
隊
を
運
ぶ
の
が
任
務
だ
」
と
認
め

ま
し
た
。 

 

宮
本
氏
が
韓
国
内
の
報
道
で
、
米
韓
の

作
戦
計
画
が
北
朝
鮮
指
導
部
へ
の
先
制
攻

撃
な
ど
に
特
殊
作
戦
部
隊
を
投
入
す
る
計

画
に
な
っ
て
い
る
と
質
問
。
稲
田
朋
美
防

衛
相
は
「
承
知
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

 

日
本
の
基
地
か
ら
の
米
軍
の
戦
闘
行
動

に
事
前
協
議
を
義
務
付
け
た
１
９
７
２
年

の
政
府
統
一
見
解
は
戦
闘
行
動
の
典
型
に

「
空
挺
（
く
う
て
い
）
部
隊
の
戦
場
へ
の

降
下
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
宮
本
氏
は

「
政
府
は
い
ま
ま
で
も
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や

イ
ラ
ク
戦
争
で
も
米
軍
の
出
撃
は
、
事
前

協
議
の
対
象
と
な
ら
な
い
『
移
動
』
だ
と

ご
ま
か
し
て
き
た
。
Ｃ
Ｖ
２
２
の
や
る
こ

と
は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
戦
闘
部

隊
の
戦
場
へ
の
直
接
の
降
下
だ
」
と
、
Ｃ

Ｖ
２
２
の
横
田
か
ら
の
出
撃
が
必
ず
事
前

協
議
の
対
象
に
な
る
の
か
と
迫
り
ま
し

た
。 

 

岸
信
夫
外
務
副
大
臣
は
「
個
々
の
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
て
判
断
す
る
」
と
答
弁

し
ま
た
。 

 

宮
本
氏
は
「
統
一
見
解
で
個
々
に
判
断

す
る
と
し
て
い
る
の
は
空
挺
降
下
や
上
陸

作
戦
以
外
で
、
副
大
臣
の
答
弁
は
、
政
府

統
一
見
解
と
違
う
」
と
批
判
。
Ｃ
Ｖ
２
２

が
日
本
政
府
も
知
ら
な
い
間
に
横
田
基
地

か
ら
朝
鮮
半
島
に
直
接
出
撃
す
る
こ
と

は
、
日
本
の
命
運
に
か
か
わ
る
重
大
な
事

態
に
な
る
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

宮本徹衆院議員 

交
付
金
は
削
減
で

な
く
増
額
を 

 

国
立
大
学
協
会
と
懇
談 

 
 

 

宮
本
議
員
ら
日
本
共
産

党
国
会
議
員
団
は
１
日
、

全
国
86
の
国
立
大
学
な
ど

で
つ
く
る
国
立
大
学
協
会

の
山
本
健
慈
専
務
理
事
ら

と
懇
談
し
ま
し
た
。
国
立

大
の
基
盤
的
財
源
で
あ
る

運
営
費
交
付
金
が
来
年
度

予
算
案
で
削
減
さ
れ
る
危

機
に
直
面
し
て
い
る
も
と

で
、
逆
に
増
額
を
求
め
て

い
く
べ
き
だ
と
の
認
識
で

一
致
し
ま
し
た
。 


